
省

令

告

示

表
薬
事
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
の
販
売
業
（
配
置
販
売
業
に
限
る
。）の
許
可
（
特
定
被
災

区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第

二
百
九
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
者
雇
用
調
整
金
の
支
給

の
申
請

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
又
は
茨
城
県
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働

省
令
第
三
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
在
宅
就
業
障
害

者
特
例
調
整
金
の
支
給
の
申
請

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
又
は
茨
城
県
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
報
奨
金
の
支
給
の
申
請

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
又
は
茨
城
県
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
三
の
二
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
在
宅
就
業
障
害

者
特
例
報
奨
金
の
支
給
の
申
請

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
又
は
茨
城
県
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

表
十
碧
南
西
尾
幡
豆
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

碧
南
西
尾

愛
知
県
碧
南
市
及
び
西
尾
市

表
二
十
伊
勢
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

た
じ
ま

兵
庫
県
朝
来
市

平成™š年œ月 日 月曜日 第œœ› 号官 報

〇
金

融

庁

農
林
水
産
省
告
示
第
一
号

農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）

第
九
十
五
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法

（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
十
二
条
の
七

十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
中
央
金
庫
法
第
九

十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
紛
争
解
決
等
業
務
を

行
う
者
と
し
て
指
定
し
た
全
国
銀
行
協
会
か
ら
名
称
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
九
十
五
条
の
八
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
八
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

変
更
前
の
名
称

全
国
銀
行
協
会

二

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会

三

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

〇
国
土
交
通
省
令
第
四
十
一
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十

六
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
二
十
二
条
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

基
づ
き
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設

省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
十
七
第
一
号
中
「
公
益
法
人
」
を
「
一
般

社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
七
十
一
号

次
の
無
線
設
備
の
機
器
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
無
線
設
備

の
機
器
の
検
定
に
合
格
し
た
の
で
、
無
線
機
器
型
式
検
定
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
郵
政
省
令
第
四
十
号
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

電
波
法
第
3
7条
第
２
号
の
機
器
（
船
舶
に
設
置
す
る
無
線
航
行
の
た
め
の
レ
ー
ダ
ー
）

合
格
者
の
氏
名
又

は
名
称

機
器
の
名
称

機
器
の
型
式
名

検
定
番
号

型
式
検
定
合
格
の

年
月
日

日
本
無
線
株
式
会

社
Ｊ
Ｍ
Ａ
`
9
1
2
3
`
９

Ｘ
Ａ
Ｂ

船
舶
用

レ
ー
ダ
ー
装
置

Ｒ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
４
Ｎ
Ｍ
９
`
2
5ｋ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
`
９

Ｒ
1
1
0
0
1

平
成
2
3年
２
月
４

日

日
本
無
線
株
式
会

社
Ｊ
Ｍ
Ａ
`
9
1
3
3
`
Ｓ

Ａ
Ｂ
船
舶
用
レ
ー

ダ
ー
装
置

Ｒ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
４
Ｎ
Ｍ
３
`
3
0ｋ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
`
６

Ｒ
1
1
0
0
2

平
成
2
3年
２
月
４

日

日
本
無
線
株
式
会

社
Ｊ
Ｍ
Ａ
`
5
3
2
2
`
９

Ａ
船
舶
用
レ
ー

ダ
ー
装
置

Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
４
Ｎ
Ｍ
９
`
2
5ｋ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
`
６

Ｒ
1
1
0
0
3

平
成
2
3年
２
月
1
5

日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

変
更
後
の
名
称

公
益
社
団
法
人
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

表
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
事
業
の
登
録
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業

所
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
号

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
四
十
四
号
（
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
野
菜
指
定
産
地
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
四
条
第
五
項
（
同
法
第
六
条

第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

表
三
八
代
の
項
中
「
熊
本
県
」
の
下
に
「
八
代
市
及
び
」
を
加
え
、「
の
う
ち
旧
竜
北
町
の
区
域
」
を
削
る
。

表
五
西
三
河
の
項
中
「
、
西
尾
市
並
び
に
幡
豆
郡
一
色
町
及
び
吉
良
町
」
を
「
及
び
西
尾
市
」
に
改
め
、
同
表
高
松

の
項
を
削
る
。

表
九
上
川
名
風
の
項
を
削
る
。

表
十
二
大
和
平
野
の
項
中
「
、
生
駒
郡
安
z
町
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
川
西
町
及
び
」
を
削
る
。

表
十
四
大
和
平
野
の
項
中
「
、
橿
原
市
」
及
び
「
川
西
町
及
び
」
を
削
り
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

表
十
六
豊
頃
の
項
を
削
る
。

表
十
九
旭
川
の
項
を
削
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
九
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当

該
延
長
後
の
満
了
日
を
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
と
す
る
措
置
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫
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